
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 基調講演 

鎌田 修先生（南山大学） 

「日本語会話能力テストの研究と開発： 

国内外の教育環境及び多文化地域社会を対象に」 

② 事例研究 

１．内山 夕輝先生(公益財団法人浜松国際交流協会[HICE]) 

「浜松版日本語コミュニケーション能力評価システム（HAJACシステム）」 

２．入江 友理先生(名古屋大学 とよた日本語学習支援システム) 

「とよた日本語能力判定」 

③ フロアを交えたディスカッション 

日時 2015 年10 月24 日(土) 13:00～17:00 (受付 12:30) 

場所 常葉大学静岡キャンパス瀬名校舎(静岡県静岡市葵区瀬名 1-22-1) 

3 号館 341８講義室 

参加費： 会員および学生は無料、それ以外の方は５00 円 

参加申込： http://goo.gl/forms/DsRBvDs50t (gl の l はエル[L]の小文字。50t

の 0 は数字のゼロ)にアクセスし，10/17(土)までに参加申込みをしてください。アクセスできない

場合は、下記お問い合わせ先にメールでご連絡ください。 

定 員：150 名（定員に達し次第，締め切らせていただきます） 

その他：研究例会後に懇親会（場所：静岡駅周辺・会費：3,500円程度・事前予約必要・定員：２５人まで・定員

に達し次第打ち切り）を予定しております。参加申込み時に「懇親会参加希望」とお書きください。 

お問い合わせ：谷 誠司(常葉大学、2015jlta@gmail.com [jlta は JLTA の小文字です] ) 

多様な日本語環境にある日本語使用者のための 

会話能力評価―地域外国人にも注目してー 

第 42 回日本言語テスト学会研究例会 



 

 

 

 

 

 

研究例会内容 

基調講演 13:00～14:15 

「日本語会話能力テストの研究と開発：国内外の教育環境及び多文化地域社会を対象に」 

鎌田 修先生（南山大学） 

本講演では、私が代表を務める科研プロジェクト（通称 JOPT、http://jopt.jpn.org/）についてその

中間報告を行います。本研究は、久しく渇望され、また、開発にも着手されてきたにもかかわらず、未だ、

実現しない日本語会話能力テストの開発を継続、完成させるため 2013年度より 10名の構成メンバーによ

りその活動を行っています。アカデミック（大学）、ビジネス、コミュニティー（地域生活者）の３領域

の日本語非母語話者を対象に、タブレットを使用した人為的面接試験の形態による、妥当性、信頼性、か

つ実用性の高いテスト作成に加え、測定評価基準、テスター養成マニュアルの作成を目指しています。 

 

事例研究 14:30～16:00 

「浜松版日本語コミュニケーション能力評価システム（HAJACシステム）」 

内山 夕輝先生(公益財団法人浜松国際交流協会[HICE]） 

HAJACシステムは、浜松市の多文化共生化を目指す取組の一環として、平成 24、25年度に文化庁より委

託を受け HICE が策定したシステムです。外国人住民の自立と生活ステージの向上を図るために、個人が

持つ日本語の主に口頭で行うコミュニケーション能力を浜松版日本語コミュニケーション能力テスト

（HAJAC テスト）で判定し、その評価を活用することで、外国人住民、日本語教師、地域社会のそれぞれ

に具体的な波及効果をもたらすことを目的としています。本格的な運用からまだわずか 1年半なので課題

も山積していますが、今回は開発の経緯を中心に、運用においての成果と課題について報告します。 

「とよた日本語能力判定」 

入江 友理先生(名古屋大学 とよた日本語学習支援システム)  

とよた日本語能力判定は、豊田市と名古屋大学が共働で運営する「とよた日本語学習支援システム」

の一環で開発された、日本語のコミュニケーション能力を測る判定です。この判定は実際に、豊田市

内の日本語教室、日本語能力レベルを知りたい外国人住民や外国人雇用企業等に活用されています。

今回は、とよた日本語能力判定が、生活者である外国人住民の日本語能力をどう捉え、どのような基

準に基づき判定を行っているかお話しします。また、実際のテスト問題の一部も紹介し、これまでの

実施においての成果や課題について報告します。 

 

フロアを交えたディスカッション 16:15～17:00 
 

懇親会 18:30～ 

  場所：静岡駅周辺、会費：3,500円程度 

 

 

日本言語テスト学会第 42回研究例会は、開催地が静岡であることから、「多様な日本語環境に

ある日本語使用者のための会話能力評価―地域外国人にも注目してー」というテーマで開催いた

します。みなさまのご参加をお待ちしております。 

 

第 42 回日本言語テスト学会研究例会 

キャンパスマップ 
研究例会は 3号館の４階で行われます。 
なお、本学には駐車場がありませんので 
公共交通機関でお越しください。 

３号館 

正門 

＊当日会場にて凡人社による書籍販売があります。 


